
「ゼロカーボンシティみやま」 

 

世界の平均気温は、産業革命以前の水準から約１℃上昇し、このまま気温が上昇

し続ければ地球環境に深刻な影響を与えると言われています。国においても、もはや

地球温暖化問題は、気候変動の域を超えて気候危機の状況に立ち至っているとして、

２０２０年１１月、第２０３回国会において、「気候非常事態宣言」が決議されました。 

気候変動の影響は、国内外の異常気象という形で表れており、我が国においては

近年の大雨災害の深刻化が物語っています。本市においても、「令和２年７月豪雨」

では床上床下浸水をはじめ、山間部での土砂災害など大きな被害をもたらしました。 

このような危機に対し、２０２１年４月、菅首相は、2050 年までに温室効果ガスの

排出量を実質ゼロにする目標を掲げ、2030年度の温室効果ガス削減目標について、

従来の2013年度比２６％減から４６％減への引き上げを表明しました。この目標は、

持続可能な地域を次世代に残すために、必ず達成しなければならない課題です。 

みやま市では、バイオマスセンター「ルフラン」での生ごみの資源循環や、みやまス

マートエネルギーによるエネルギーの地産地消など、他地域に先駆けて持続可能な

社会に向けた取り組みを進めています。 

こうした取り組みには、市民の参画が不可欠であり、市民が一丸となって資源循環

のまちを目指すにあたり、みやま市議会では 2020 年９月、国内５例目となるゼロ・ウ

ェイスト宣言を決議されました。 

みやま市では、2021 年３月に策定した「第２次みやま市環境基本計画」に基づき、

今年度、地球温暖化対策実行計画を策定することとしており、この計画の策定に先立

ち、2050 年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロを目指すゼロカーボンシティを

表明します。 

令和３（２０２１）年８月４日 

みやま市長 松嶋 盛人 

 


